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1-1．当社サービスのご紹介

ローカル5Gを利用した集合住宅向けインターネット接続サービス
2021年10月1日に事業開始、一般のお客さまへの提供は2022年4月1日より開始
光ファイバーの通線が難しいマンションでも高速インターネットを利用可能
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自社開発・製造を行う端末設備と基地局設備、5Gコアネットワーク設備と
無線アクセスネットワーク(SA：Stand Alone)から構成されており、
無線フレーム構成は4.7GHz帯の同期方式を採用

1-2．ローカル5Gのネットワーク構成について

利用者宅 サイト アクセス伝送路 集約設備 DC

接続端末 端末設備等
(CPE、SIM等）

附帯部材
(アンテナ・鉄塔・

電源等)
無線機 終端装置 ダーク

ファイバー 終端装置 中継機/集約装置
クロック供給装置等 5Gコア

利用者 利用者へ
貸与 当社資産 当社資産 DF事業者借用 当社資産

４
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1-3．当社が考えるユースケース

エンタメサービス・通信回線・機器など、ソニーグループの強みを活かした
サービスプラットフォームを提供し、様々なシーンでご利用いただけるサービ
スを予定（現在検討中の内容を含む）
映像伝送・映像配信 ARバトルゲーム スポーツ解析 移動体向けエンタメ サイネージへの映像配信

複数拠点で共同制作ロボットの遠隔操作・体験 建機・重機の遠隔操作・体験 空間の映像・音響演出短期イベント向け通信回線提供

https://www.sony.com/ja/SonyInfo/News/Press/201710/17-096/

５

構成員限り

https://www.sony.com/ja/SonyInfo/News/Press/201710/17-096/
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（参考）一般的なユースケース

出所：総務省 令和３年度総務省情報通信施策の概要（令和2年12月）より一部抜粋

６
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事業者
（middle B）

1-4．法人向けサービスの概要

ホテル・旅館 空港・駅 ショッピングモール・アウトレット 病院・サ高住宅公共施設
（公園・行政施設）スタジアム

各サービス
XR

（AR/VR/MR）
映像配信 映像制作 eSports

共通PF

・・・

顧客管理 サービス管理 課金管理 オーダー管理

顧客認証 マーケティング連携機能 各種分析機能 保守運用監視
（セキュリティ管理、ログ、死活監視、運用監視）

オーダー依頼・要望

プラットフォーム（案）

カラオケBOX
音楽スタジオ

・・・・・・

サービス/アプリ等
提供

利用料

お客様
（個人）

サービス提供 来店/来場

サービス、共通PF及び通信回線を組み合わせたプラットフォーム
プラットフォーム対象領域はエンタメ領域を主軸に医療、農業、物流の他、さまざまな領域へ拡
張が可能な形式を想定

ロボット 医療/農業/物流
・・・

農業 物流

・・・コンテンツ
コンテンツパーツ / UI・UXデザイン / クライアントアプリ

コンテンツ管理システム（DAM）/Webサーバー（CMS含む）/各サービス用基礎技術

７

構成員限り
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2-1．自己利用におけるケース

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

ローカル5G
ガイドライン

各種ガイドライン
（ローカル5G含み）

消費者保護ルールに関
するガイドライン

ローカル5G
ガイドライン

消費者保護

事業法関係電波法関係

番 号

電気通信事業法
・登録
・認定

事業法施行令

電気通信事業法

事業法施行規則

個人情報保護法

プロバイダー責任制限法

事業法設備規則等
事業法施行規則

電気通信事業法

電気通信番号規則

電波法

電波法施行規則
無線設備規則

技術基準適合証明等
に関する規則

 自らの建物や敷地内でスポット的に柔軟にネットワークを構築し利用可能とする新しい仕組み
 主にローカル5Gガイドラインの対応により可能となるソリューションサービスの一環
 費用確保を除けば簡便に導入可能

対応が必要となる領域

８
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2-2．通信サービスにおけるケース

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

ローカル5G
ガイドライン

各種ガイドライン
（ローカル5G含み）

消費者保護ルールに関
するガイドライン

ローカル5G
ガイドライン

電気通信事業法
・登録
・認定

事業法施行令

電気通信事業法

事業法施行規則

個人情報保護法

プロバイダー責任制限法

事業法設備規則等
事業法施行規則

電気通信事業法

電気通信番号規則

電波法

電波法施行規則
無線設備規則

技術基準適合証明等
に関する規則

対応が必要となる領域

 ローカル5Gガイドラインのみならず、関連法への対応が携帯電話事業者と同様に必要
 事業開始にあたり多額の費用確保が継続して必要
 技術面と制度面へ多くの人材確保が必要

消費者保護

事業法関係電波法関係

番 号

８
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2-3．事業化に当たっての課題

• ローカル5Gサービスは「自らの建物や敷地内でスポット的に柔軟にネットワークを構
築し利用可能とする新しい仕組み」であり、主にローカル5Gガイドラインへの対応に
より実現可能となるソリューションサービスの一環であり、多くの事業者はサービス
を活用し、既存事業の改善、或いは新規事業への活用に向け、実証を行っている状況
であると考えており、相応の費用確保は必要と考えますが、多くは行政からの支援等
により導入が実現していると考えております。

• 他方、電気通信事業を営むものとしてローカル5Gサービスを活用する際は、ローカル
5Gガイドラインのみならず、関連する法律・規則等にすべて対応する必要がある事、
電気通信設備の安全・信頼性の確保のための制度（技術基準、管理規定等）へ対応す
る必要があることなど、携帯電話事業者と同様に制度面、技術面への対応可能な人材
を多く確保する事が求められます。

• 上記に加えて電気通信事業開始には多額の費用確保が必要となる事、利用者の利益の
保護観点から事業の継続性を求められる事などの費用面の負担が永続的に続くなどの
現状もあり、実証段階から事業を営む段階に進むにあたる障壁となっていると考えま
す。

９
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3-1．FWA事業から見た競争環境（速度と費用）

通信速度面について
MNO_FWA ＜ NURO Wireless5G

比較対象をプライベート5Gとした場合、通
信速度の面では同等なサービス提供が可能
となる

通信速度面について
地域BWA ＜ NURO Wireless5G

エリアを特定の物件のみとした場合、通信
速度の面では同等なサービス提供が可能と
なる

通信速度面について
FTTH ＞ NURO Wireless5G

通線が出来ない物件がサービスの対象
但し、通線が可能な物件に限った場合、通
信速度の面ではFTTHが有利

通信速度面について
ローカル5G ≦ NURO Wireless5G

事業化に当たっての課題に記載しておりま
すが、実験段階の取組みが多数存在してい
る段階であり、実用に向けては、費用面、
制度面及び技術面の考慮が必要

地域BWA ローカル5G

MNO‗FWA FTTH

高
価

安
価

高速低速

10
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3-2．FWA事業から見た競争環境

屋外での利用を想定したエリア成形、専用基地局では
無くスマフォ等利用ユーザーとの基地局（電波）シェ
アリングと考えた場合に、通信速度の面において有利

0AB-J番号を利用可能とするIP電話ソリューションが
データ通信のインフラにアドオンされて販売され、ラ
ストワンマイルとしての需要性が高く競合になりうる

地域BWAによるエリアカバレッジの大きさにもよるが、
多くのBWA利用ユーザーとの基地局（電波）シェアリ
ングと考えた場合に、通信速度の面において有利

採算性を考慮せず、特定の集合住宅をエリアとした場
合に通信速度の面では同等なサービス提供が可能とな
るが、特定地域を面でカバレッジする事が目的である
ため、周波数の有効利用に関する配慮が必要

エリア化された地域については、通線が不要という点
において導入障壁が低く有利であるが、通線が出来る
物件に対しては優位性が保てず競合となりうる

通線可能な場合に0AB-J番号を利用可能とする光電話
ソリューションが付帯可能であり、ラストワンマイル
としての需要性が高く競合になりうる

ターゲットとする利用者にも寄るが、大手マンション
デベロッパーと通信事業者による協業が増加傾向にあ
るが、実証段階と考えており、実用に向けた取組みに
ついて注視が必要な段階である

事業場等への自己利用においては、マネージド型の
サービスが利用可能と考えるが、特定の集合住宅をエ
リアとした場合に通信速度の面では同等なサービス提
供が可能となるが、採算性への考慮が必要

地域BWA ローカル5G

MNO‗FWA FTTH

安
価

11
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4．各事業者との連携状況

事業者 連携状況

全国MNO 特定事業者とのビジネス連携について協議中
当年度については、制度面・技術面への対応を開始

ローカル５Ｇ事業者 情報通信審議会 ローカル5G検討作業班の委員会報告書（案）の共同利
用について、一部事業者とNDAを締結、協議を開始

地域 BWA 事業者
一部自治体より連携の要請あり
現時点ではFWAのみが提供可能であり、他の形態が提供可能となった場
合に協議予定

全国BWA事業者 無し

FTTH事業者 事業エリア拡大に伴い、アクセス回線の借用を交渉中

12
• 現状、連携を要請されるケースについては、ローカル5Gの関する各機器のベンダーが主で
あり、電気通信事業を営む者からの連携要請は少ない状況

• 今後の事業区域拡大に合わせて問い合わせは増える傾向と考えており、加えて、法人向け
サービス（7頁）を開始した場合に多くの連携が必要になる認識

構成員限り
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5．公正競争等への課題認識と市場検証に関する当社の考え

• 東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話株式会社によるローカル５
Gサービスは、グループ内の排他的連携のみならず、全国の地域BWA等
事業者側からの連携、或いは全国MNO等との連携によりローカル5Gの
免許人と同様にFWAサービスエリアを全国に数多く構築する事が可能で
あると考えており、必要に応じた禁止行為規制により市場支配力を有せ
ない仕組み作りが必要。

13



Sony Wireless Communications Inc.


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	1-1．当社サービスのご紹介
	1-2．ローカル5Gのネットワーク構成について
	1-3．当社が考えるユースケース
	（参考）一般的なユースケース
	1-4．法人向けサービスの概要
	2-1．自己利用におけるケース
	2-2．通信サービスにおけるケース
	2-3．事業化に当たっての課題
	3-1．FWA事業から見た競争環境（速度と費用）
	3-2．FWA事業から見た競争環境
	4．各事業者との連携状況
	5．公正競争等への課題認識と市場検証に関する当社の考え
	スライド番号 15

